
「～つながりの“輪”きくがわ～」を目指して

　現在、地域サポーターの方やボランティア団体の方が地域福祉のためにたくさんの活動を
されています。今回は３月に策定された「第３次菊川市地域福祉計画・地域福祉活動計画」
（平成28年４月～平成33年３月）を紹介します。この計画は市（行政）、社会福祉協議会、
地域がつながりを持ち、さらに多くの方や活動を通じ、誰もが安心していきいき暮らせるま
ちづくりを目指したものです。

各地区で活躍する地域サポーター・団体の皆さん
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「第３次菊川市地域福祉計画・地域福祉活動計画」
（平成28年４月～平成33年３月）

を策定しました！
　この計画は、地域福祉を推進するため、地域住民の自主的な福祉活動や、
地域と行政の協働による福祉活動、これらに関連する各種の福祉団体、福祉
サービス事業者の役割等を系統的にまとめたものです。
　今後５年間の菊川市の地域福祉の推進を施策の体系として示し、市（行政）、
社会福祉協議会、地域が三位一体で取り組んでいきます。
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　第３次菊川市地域福祉計画・地域福祉活動計画は、「地域福祉の推進～つながりの
“輪”きくがわ～」を目指して、地域課題に対して、市（行政）、社会福祉協議会、地域
の取り組みをつなぎ合わせ、役割を分担し、未来へ向けて地域福祉を推進していくこ
とを基本理念とします。

　「～つながりの“輪”きくがわ～」を目指していくために、地域福祉の推進をつなが
りの輪である地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会に、住民組織の代表、当事
者団体の代表、社会福祉法人の代表等に参加いただき、地域福祉の推進を図るために、
菊川の“き”（きづき）・“く”（くらし）・“が”（いきがい）・“わ”（ネットワーク）とい
う４つの取り組みを体系として、地域の中で誰もが安心していきいき暮らせるまちづ
くりを目指していきます。

計画の考え方

 

 

 

 

 

 

１　基本理念

２　基本目標

３　施策の体系
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大好きな歌で楽しくボランティア活動をしています
Ｑ．現在の活動について教えてください。
　歌のボランティア活動は25年位前からしていたのですが、10年程前から、
「杉とどんぐり」という歌と踊りのグループで施設訪問をしています。最
近、手品を得意とするメンバーも加わったので、手品も披露できるように
なりました。デイサービスへ出向くことがほとんどで、今までに15箇所く
らいを訪問しました。１ヶ月に１回や３ヶ月に１回といった定期的な訪問
先もあれば、不定期に訪問する先もあります。これから、もっと多くの施
設に訪問できたらと思っています。活動範囲は、菊川市、掛川市、袋井市、
島田市です。高齢の皆さんは歌がとても好きですが、恥ずかしいからなの

か１人で歌うのは嫌がります。
皆で歌いたいとおっしゃるので、
いつも皆で楽しく歌っています。
　また、11年前から島田市社会教育課の事業『東海道金谷宿大
学』の講座「ほのぼのカラオケ教室」の講師として月２回歌を
教えています。過去に90歳の方が参加され、新曲にもがんばっ
ていました。また、５年前頃から、島田市なごみの里「カラオ
ケ教室」（島田市長寿介護課）で高齢者を対象にして行っており
ます。今年も７月スタートです。

Ｑ．活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　訪問先の皆さんがいつも楽しみに待っていてくれて、喜んで迎えてくれることが何より嬉しいです。今ま
でに本当に大勢の人たちと触れ合うことができ、素晴らしい笑顔と出会いました。懐メロは特に喜ばれ、涙
を流して聞いてくれる方もいます。握手しながら「よかったよ。また来てね。」と言う言葉に、改めて活動
していてよかったと思います。これも私の仲間（どんぐり）の皆さんのお蔭です。

Ｑ．趣味や楽しみなことは何ですか。
　やはり歌ですね。子どもの頃から歌が大好きでした。母や兄も歌が好きで、よく家の中でレコードをかけ
ていたので流行歌を覚えました。小学校の時に校庭で流行歌を歌っていたら「流行歌を歌うんじゃない。」
と先生に叱られた覚えがあります。
　内気な性格だった私は、人前で話をしたり歌を歌ったりするのが苦手でした。初めて大勢の前で歌ったの
は、中学校卒業時の謝恩会でした。「古城」を歌い、先生たちに上手だと褒めてもらい嬉しかったです。その後、
歌がどんどん好きになりプロの道に入り、昨年プロの歌手『杉　隼人』として35周年を迎えることができま
した。
　これからも、力の続く限り歌を愛し、歌によって１人でも多くの高齢者に楽しいひと時をプレゼントでき
るよう、ボランティア活動をがんばっていきたいと思っています。

Ｑ．これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。
　40周年、45周年に向かって皆様に愛される杉　隼人になりたいと、大きな夢を持っていきたいと思います。
そして、菊川市の敬老会やお祭りなどのステージに立つことです。
　一つでも皆様のお手伝いをしたいと思っております。どうかよろしくお願いいたします。

ボランティア活動の様子

杉山仲男さん（自治会名：稲ヶ部）
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笑顔、輝いてます　－第59回－

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。



スリーハートクラブって何？

当クラブは　１．地域に尽くす（環境美化、地区行事への参加）
　　　　　　２．人に尽くす（稲作指導管理、赤飯作り手伝い）
　　　　　　３．自分に尽くす（研修見学会、料理教室実施）

の三つの精神をクラブ名にし、活動の基本としている西方地区
のボランティアグループです。平成16年に発足、会員は男性
のみ、活動は年間計画を立て、無理なく地道に続けていこうと、
和気合い合い、楽しくやっています。

主な活動実績
①地域に尽くす
　●不法投棄ゴミの回収　累計7,520kg。当初年700kgの回収が

半減した。
　●投棄防止啓発看板を作成し標語を掲載した。
　●地区行事への参加（水源祭での野猿の実施　今年は92名の

子どもを搬送）
② 人に尽くす
　●堀之内小学校５年生に米作り指導と管理、11年間継続。
　●エコキャップワクチン運動に参加、累計7,537個寄贈。
　●収穫感謝祭（５年生と他の団体と共同で、もちつき赤飯作り

を行う。赤飯、手紙、手作りのお守りをセットにし、自分た
ちが米作りで受けた恩と達成の喜びを込め、地域サポーター、
民生委員と一緒に、地域内130軒の高齢者宅にお配りし、喜
びは多くの人と共に喜ぶ連鎖になっております）

③自分に尽くす
　●自己研修と見学研修会の実施
　●男の料理教室　年３回実施
　●軽スポーツ大会の実施（夏冬各１回グラウンドゴルフと冬のボウリング大会を行い、体力向

上と親睦を図ります）

スリーハートクラブ代表　山内康司　☎36-2972

これからについて
　会員を募集しています。三つの精神に賛同できる方、地元とのつながりを強くしたい方、
新たな人との絆を築きたい方など、入会し活動に参加してみませんか？現会員の中には器
用な人が多く、料理、看板、米や野菜、正月飾り作りなど教わることもできます。
　また、田植えや稲刈りをやったことがなくても、子どもたちと共に覚えることができま
す。逆に特技をお持ちの方は、会員に指導してください。事業や組織のあり方について再
検討する時期ですが、地道に長い活動を目指しています。友人知人同士での入会をお待ち
しております。

「野猿」の様子

投棄防止啓発看板

堀之内小学校５年生　米作り
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施設や団体の紹介コーナー



第4回障害者フライングディスク交流大会を開催しました
　６月４日(土)に市民総合体育館において、第4回菊川市障害者フライングディスク交流
大会を開催しました。この大会は、フライングディスクを通じて健康の増進や障がい分野
を越えて親睦を深めることを目的に、
菊川市身体障害者福祉会主催により
行われました。当日は、身体障害者
福祉会の会員のほか、社会福祉法人
草笛の会利用者、菊川市手をつなぐ
育成会のみなさん、民生児童委員等
のボランティアを含め約70名が参加
し親睦を深めました。

福祉有償運送運転者講習会を開催しました
　６月23日と24日の二日間にわたり「福祉
有償運送運転者講習会」を開催しました。
　今年度も、綜合菊川自動車学校指導員の皆
様と市内社会福祉法人やＮＰＯ職員の皆様に
ご協力をいただき、15名の皆様に修了証を
交付することができました。講習を修了され
た皆様は、これから職場での業務や福祉有償
運送事業の運転者としてご活躍されます。

平成28年度第１回ふれあい企画を開催しました
　６月11日（土）に交流をとおして障がいの理解を深めることを目的に、精神障がい理
解普及啓発交流事業「ふれあい企画」を実施しました。

　社会福祉法人Mネット東遠の利用者
と学生が、グループに分かれて協力し
ながら東名菊川インター前花壇にてレ
ンガアートを作成しました。
　この事業は、年２回、社会福祉法人
Mネット東遠、中日本高速道路株式会社、
ボランティアの方々にご協力いただき
開催しています。
　大勢の協力により完成した東名菊川

インター前花壇をぜひご覧ください。写真撮影：デジカメボランティア「おっ撮りカメラ隊」

写真撮影：デジカメボランティア「おっ撮りカメラ隊」
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「みなさまへのご報告」

子育て相談　火～土曜日　８：15～17：00　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698



「点訳サークル泉」
　点訳サークル泉は平成２年から活動を開始し、もう20年以上も続いています。
現在15名の会員で構成。主に、月２回の定例会（第２と第４月曜日午後）・本の点訳・光
陽荘訪問（月１回）・小中学校点字体験学習のお手伝い・ふれあい広場（10月）に参加等
やらせて頂いており、焦らず、楽しく、
地道に活動しています。
　お仲間が増えることを切に望んで
います。点訳に興味のある方、１度
見学にお出掛け下さい。

 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会内　ボランティアセンター　☎35-6385

　今年度も、菊川災害ボランティアコーディネー
ターと協働して災害ボランティア支援本部立ち上
げ・運営訓練を実施します。災害ボランティア派遣
の流れを体験してみたい方はぜひご参加ください。
 日　　時 　平成28年８月27日（土）
 　　　　 　９:20～11:30（小雨決行）
 会　　場 　プラザけやき
 問合せ先・申込先 　菊川市社会福祉協議会
 　　　　 　☎35-3724

「おんがくの広場」
「おんがくの広場」に来てください。友だち連れて来てく
ださい。
歌や楽器で待ってます。車いすの補助もよろしくね。
 日　　時 　偶数月　第２土曜日
 　　　　 　８月13日・10月８日・12月10日
 　　　　 　13:30～14:30
 場　　所 　特別養護老人ホーム「喜久の園」内、
 　　　　 　地域交流センター「うらら」
 内　　容 　歌、ハンドベル、箏、コーラス、キーボード、
 　　　　 　アコーディオンなど
 　　　　 　聞いたり、歌ったり、演奏したりします。

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

災害ボランティア支援本部立ち上げ・運営訓練を実施します

ボランティアグループからのお知らせ

写真撮影：デジカメボランティア「おっ撮りカメラ隊」
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ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき☎35-6385



「フードドライブ」に御協力ください

福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００
生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００
心配ごと相談
 日時 　８月 １日（月）  ９：００～１２：００
　　　  ８月１5日（月）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　８月 ５日（金）１３：００～１６：００
　　　  ８月２２日（月）  ９：００～１２：００
 会場 　菊川市役所　小笠支所

結婚相談
 日時 　８月 ５日（金）１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  ８月２１日（日） ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　  ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　８月１日（月）・15日（月）１３：００～１６：００
 会場 　菊川児童館（プラザけやき２階）
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

　10月22日(土)に開催する「ふれあい広場」では、今年も「赤ちゃんはいはいレース！」
を実施します。思い出づくりに、かわいい赤ちゃんランナーの参加をお待ちしております。

 日 時 　　平成28年10月22日（土）13：30～（集合13：00予定）
 対　象　児 　　菊川市在住で、開催当日に１才未満の乳児　
 　　　　　 　　※先着30名（定員になり次第募集を締め切ります。）
 　　　　　 　　※当日申込みはご遠慮させていただきます。
 申 込 受 付 　　８月８日（月）８：15～受付開始
 問合せ・申込先 　 　菊川市社会福祉協議会　
 　　　　　 　　☎35-3724　FAX35-3202

 実施期間 　　平成28年８月１日（月）～８月31日（水）
 回収場所 　　菊川市社会福祉協議会窓口（プラザけやき内）
 希望食品 　　�穀類（お米、麺類、小麦粉等）、保存食品（缶詰、瓶詰等）、インスタント食品、調味料、食

用油、飲料（ジュース、コーヒー、紅茶等）、ふりかけ、お茶漬け、のり、ギフトパック（お
歳暮、お中元）等々、常温で保存が効くもの

（食べ物を寄贈する時の注意）
　①�生鮮食品の寄贈は受け付けておりません。
　②�賞味期限が1ヵ月以上ある食べ物を寄贈ください。
　③�原則未開封の食べ物を寄贈ください。
　④�お米、缶詰、パスタ、そうめん、防災食な
どが喜ばれます。

 問合せ先 　　菊川市社会福祉協議会
　　　　　　☎35-3724

「フードドライブ」ってなに？
フードドライブとは、家庭に眠っている食品
を学校や職場、食品募集受付施設などに
集めて、フードバンクに寄付する食品寄付
運動のことです。
寄付していただいた食品は行政や社会福
祉協議会・支援団体を通じて食べる物がな
くて困っている方々にお渡しいたします。

参加者募集　各種事業

ふれあい広場「赤ちゃんはいはいレース！」参加者募集！！

開催日程：2016年8月1日〜8月31日

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


